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文化政策 文化運動 文化行政 文化統制 国民文化 文化
1874・1912 1 1 25 。 。 1580 
1912・1926 9 31 26 。 3 6113 
1926・1936 6 23 62 18 6 2484 
1937・1945 66 55 75 29 76 4172 
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1937年以降の「文化政策Jとしづ言葉をより詳細に見ると、 1937:2、1938:5、1939: 
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